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目的 策定の視点策定の視点策定の視点策定の背景

一人ひとりの育ち
や知的関心に応じた
継続的な取り組み

Ａ

目標

本や事典 ・ 図鑑はもとより、
インターネット上の様々なコ
ンテンツも含めて、 「読むこ
と、 知ることを楽しいと思
い、前向きになる姿勢」

読書興味

「本を読み込むことができ、
本や事典 ・ 図鑑、 そしてイ
ンターネットやＳＮＳ等の情
報メディアを活用し、 必要
な知識 ・ 情報を適切に得
ることができるスキル」

読書能力

本
を
読
む
こ
と
に
前
向
き
な
姿
勢
と
、
多
様
な
情
報
環
境
を
活
用
す
る
ス
キ
ル
を
育
む

豊かであるがゆえに
選択肢が多く、 適切
に活用することが難
しい情報環境

複合的な
情報環境

計画の構成

子どもの好みとその発達
を捉えた取り組みが必要
である

ａ

●乳幼児期からの継続的な取組が

必要である

●一人ひとりの興味 ・ 関心への留

意が必要である

●読書バリアフリー法を踏まえた読

書の困難さへの対応が必要となる

学年が上がるにつれて
読書をしなくなるため、
読書活動の機会の充実
が必要

ｂ

●学年が上がるにつれて読書する

子どもは少なくなる

●中高生には読書に苦手意識を持

つ子どもが一定数いる

●これまで中高生向けの取り組みは

十分でなかった

本等の併用も含め、
インターネットを適切に
使いこなす必要がある

ｃ

●小学５年生以上の子どものほとん

どがインターネットを利用している

●検索サイトの利用など、 調べ物の

ツールとなっている

●本を読む子どもは、 インターネット

だけでなく、 本や辞書 ・ 事典も活

用している

地域総がかりでの
環境形成

ｄ
子どもにとって身近な
学校図書館を中心として、
地域の読書環境を
充実させる必要がある

ｄ

●学年にかかわらず学校図書館は、

区立図書館よりも利用されている

●家庭での読書活動は引き続き充

実させる必要がある

一人ひとりに応じた本との出会い

を通じて、あらゆる子どもが本を読

むことの楽しさを実感できる

読書が好きだという
中高生を増やすため

の取り組み

Ｂ

中高生になっても本を読むことに

前向きであり続け、本を読み込む

ことができるようになる

多様なメディアを
組み合わせた
情報活用能力を
育む取り組み

Ｃ

多メディアを組み合わせた情報活

用能力を身につける

地域総がかりでの
環境形成

Ｄ

生まれ育った環境に左右されず、

あらゆる子どもが読書活動を

行える環境をつくる

子どもが読書を楽しむなかで、また情報

環境を活かした学びを続けるなかで、 「読

書興味」 と 「読書能力」 を補い合うかたち

で育むことこそが、 複合的な情報環境を

活用するために必要なプロセスだと考え

ます。そして、この姿勢とスキルこそが、こ

れからの社会を生きる子どもたちが身に

つけるべき新たな〈読書習慣〉なのです。

※上記の取り組み①～④の網掛けの意味は以下のとおりです。
　　　　　　…読書興味にかかわる取り組み
　　　　　　…読書能力にかかわる取り組み
　　　　　　…読むことの困難さにかかわる取り組み

施策２

本に親しみ、知るための基礎を形成する

①様々な本に出会う機会の提供

②本を通じたコミュニケーションの活性化

③本等や学校図書館を活用した調べ学習の促進

④読むことの困難さに応じた読書手段と機会の提供

施策３

本等を自ら読もうとする姿勢と調べる力を育む

①子どもの嗜好や流行に応じた蔵書の形成

②子ども同士のすすめ合いを通じた読書の推進

③複合的な情報環境を活用した調べ学習の深化

④読むことの困難さに応じた読書手段と機会の提供

施策４

情報環境を活用し、社会にかかわる力を養う

①自立や社会参画につながる蔵書の形成

②読書活動の世代間での循環の促進

③読書能力を確立する学びの機会

④読むことの困難さに自ら対応することに対する支援

施策１

本に触れ、言葉 ・物語への関心を高める

①子どもにとって身近な読書環境の充実

②家庭での読書活動の推進

③自然や社会などへの関心を高める図鑑等の活用

④あらゆる子どもに対する読書への動機づけ

施策 ・取り組み

読
む
こ
と
に
困
難
さ
の
あ
る
子
ど
も

未
就
学
児

小
学
生
段
階

中
学
生
段
階

高
校
生

大
学
生

対象の捉え方

乳幼児の頃は、 言葉に触れ、 自ら言葉を用いながら、 他人や

環境にかかわっていく時期です。

対象別目標

本で物語を読むなかで、 身の回りの事物や出来事に触れ、 言

葉として定着しようとするなかで、読むこと、そして知ることが楽

しいと思い、自ら行動しようとすることを目指します。

対象の捉え方

小学生段階の時期は長く、大きく変化を遂げていく時期です 。

そのため、 低学年、 中学年、 高学年のそれぞれにおいて適切

な体験が必要です。

対象別目標

複合的な情報環境を活用する姿勢とスキルの基礎となる読書

興味と読書能力を形成することを目指します。

対象の捉え方

アイデンティティが形成される時期であることから、 本を通じて

自分の考えを形成し、 また他人や社会に対する認識を深める

ような読書が期待されます。

対象別目標

知識社会に主体的にかかわろうとする姿勢を育むとともに、 そ

のための応用的なスキルを高めることを目指します。

対象の捉え方

高校生世代は、 知識 ・ 情報の受け手から、 知識 ・ 情報を活

かして行動する主体へと転換する時期とも言えます。

対象別目標

社会への参画の準備として、 複合的な情報環境を活用する姿

勢とスキルを高め、 時には実際に社会へと参画することで、 知

識社会に主体的にかかわる個人となっていくことを目指します。

対象の捉え方

本計画においては、 子どもの読書活動を促進するための担い

手となることを期待しています。

対象別目標

区立図書館が核となって地域の大学生等をつなぎ、読書活動の

若い担い手と増やすことを目指します。

対象 ・対象別目標

乳
幼
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期

小
学
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階
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校
生
世
代

大
学
生
世
代
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○
「読
む
こ
と
」
に
関
し
て
よ
り
活
発
な
行
動
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
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に
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つ
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

○
「一
人
ひ
と
り
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子
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し
ま
す
。


	素案概要版-中面.pdf
	素案概要版-表面.pdf

